でも 着 慣れて ゐる アメリカ • インディアンの トウ テム 

模様 を 織 出した ガウン を 羽織り、 特に 鳥の 羽根 を 飾つ 

た 酋長 用の モンク ス . フ ー ド (とり かぶと) を 翻して 

水車小屋の ドリアンに 打ち 乗って、 出発点と 定められ 

た 村 境 ひの 馬頭観音の 前に 駆けつけました。 誰が、 ど 

んな 姿で 現れる か 私 は、 それが 楽しみでした。 

「や あ、 マ キノ 君 か —— どうも 連中の 来方が 遅くって 

心外 だぞ。 まさか、 あれほどの 賛同の 意 を 表して おい 

て、 いざと なって、 彼等 は 急に てれて しまったん ぢゃ 

あるまい な？」 

石塔の 傍に ロシ ナン テの轡 を 従者に とらせて ぬ つと 



老 騎士 は 筒 型の 望遠鏡 を 伸して はるか 脚下の 街道 を 

眺め 渡しながら 不平の 胸 を ふくらませ つ > けて をり ま 

した。 私 も 額に 平手 を 翳して、 一 筋の 河が 銀色に 光り 

ながら 伸び 渡って ゐる 明るい 野 面の 涯 まで を 眺め まし 

たが、 そこに はう らうら とする 陽炎が 果 しもな くゆら 

めいて ゐる ばかりで、 ひとりの 人の 影 さへ も 見あたり 

ません。 私 も少々 ながら 心細 さに 襲 はれて、 動く もの 

の 影なら ば 鳥の 姿で も 見出す ぞと ばかりに 達磨の 眼 を 

見張りました。 

およそ 十分 間 あまり も 私達 は その ま、 の 立像と 化し 

て 眼を据 ゑて ゐた 時、 突然 村長が、 



「や あ、 そろった ぞ /\、 来た わく！」 

と 大きな 喜びの 声 を あげました。 —— 「先づ 先頭に、 

リ リイの 手綱 をと つて 現れた 城主 もどき の 袴 姿 は 造り 

酒屋の 主 だよ。 続く、 緋緘の 鎧 武者 は 地主の 長男 だ。 

風の 神と 思 ひこら して 大袋を か つ いだ 鬼面の 大男 は、 

居酒屋の 権大郎 ではない か。 果物 問屋の ハツ ピ 1-フ 

リガンが、 バ ッ カスに な つ て 酒樽 を 首から ぶらさげた 

恰好 は、 その 面白さ 讚嘆に 価す る わい。 続く 赤 鬼、 青 

鬼、 一 つ 目 小僧に 傘の 化 者 …… 」 



しきりに 村長が 歓呼の 声 を あげ 続けて ゐ ましたが、 

そこまで 聞く と 私 は、 イン ヂ アンの 大 酋長 は、 思 はず 

「アツ！」 

と 叫んで、 杖と 構へ てゐた アッシュの 大弓 を 地に と 

だって 

リ 落して しま ひました。 先達の 議決の 時には 私の 親 

しい 友達ば かり、 例へば 漁夫の 八郎 丸、 馬蹄 鍛冶屋の 

大 ニ郎、 麦畑の 小作人で ある 誰々、 その他 十 余 名で、 

酒屋の 亭主と か、 ハツ ピ ー. フ リガン や、 または 地主 

の 長男、 或は 執達吏、 高利 貸な どの 連中 は、 その 場に 

居 合せなかった ので、 あの 時の 友達ば かりが 現れる の 



「君、 逃げる に はおよ ばんよ。 いへば 僕 だって 君 同様 

に 彼等の 敵なん だが ね。 僕 は、 努めて 計った の だ ご 

と おごそかに 唸りました。 「村の 平和 こいつ を 

一番 楣 にして、 この 目出度い 仮装行列の 出発に 際して 

奴等が 持って る 俺達の 借金 証書 を 血 祭の 煙と 燃やさせ 

てし ま はう —— とい ふ 僕の 魂胆、 どう 処置す るか、 ま 

あ/^ あと 一 刻 僕に 任せて 置き 給へ よご 

私に は 望遠鏡がなかった ので、 誰が 誰 やら 一 向に 見 

定め もつ きませんで したが、 私 は 堅く 村長の 言葉に 信 

頼して、 あとから く 三々 伍々 と 打ち続いて 来る 見る 

も 華麗な 野中の 行列 隊が、 駒の 脚 さばき 賑々 しく 次第 
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